
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 黒松内

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２９４，０００千円

年 効 用 ② ２４，２４２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０５２１

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４６５，０００千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜産物生産効果 １２，０１５ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

営農経費の節減 営農経費節減効果 １２，２２７ 草地の整備による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象作物：牧草

計 ２４，２４２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 川北

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５３５，５００千円

年 効 用 ② ４２，８５５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０５２１

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８２２，０００千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜産物生産効果 １２，６６９ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

営農経費の節減 営農経費節減効果 ３０，１８６ 草地の整備による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象作物：牧草

計 ４２，８５５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 徹別

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８５０，５００千円

年 効 用 ② ５５，００５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４５年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０４９９

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，１０２，０００千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜産物生産効果 ２６，７１８ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

営農経費の節減 営農経費節減額 ２８，２８７ 草地の整備による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象作物：牧草

計 ５５，００５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 開陽

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４２０，０００千円

年 効 用 ② ３３，６９１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０４８７

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６９１，０００千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．６５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜産物生産効果 １０，００７ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

営農経費の節減 営農経費節減額 ２３，６８４ 草地の整備による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象作物：牧草

計 ３３，６９１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 開拓芽登

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ４４６，０００千円

年 効 用 ② ２９，５１２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０５６７

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５２０，０００千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜産物生産効果 ８，８１９ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

営農経費の節減 営農経費節減額 １４，０３１ 草地の整備による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象作物：牧草

畜産環境の保全 畜産環境整備効果 ６，６６２ 家畜排せつ物処理の整備によ
・向上 る畜産環境の改善及び有機質

堆肥等の活用

計 ２９，５１２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 音別

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５１４，５００千円

年 効 用 ② ３９，１１４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０５２０

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ７５２，０００千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜産物生産効果 ２０，２４６ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

営農経費の節減 営農経費節減額 １８，８６８ 草地の整備による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象作物：牧草

計 ３９，１１４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 厚岸第二

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５９４，３００千円

年 効 用 ② ３７，２１４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０５９７

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６２３，０００千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜産物生産効果 ２０，１０８ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

営農経費の節減 営農経費節減額 ５，８６１ 草地の整備による労働時間の
短縮や機械経費の節減
対象作物：牧草

維持管理費節減効果 １１，２４５ 雑用水施設等の改修に伴う施
設の維持管理費の節減
対象施設：用水路、道路

計 ３７，２１４


